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８８ ９，１５５

７．組織別回答数

８．雇用形態別

正規雇用 非正規雇用 無回答 合 計
６，３５２ １，２５９ １，５４４ ９，１５５
６９．４ １３．８ １６．９ １００

（下段％）

１．調査目的：医療や介護・福祉の現場ではたらく
女性労働者の実態をつかみ、その結果をもとに政府
にも働きかけながら、母性保護拡充の運動につなげ、
働き続けられる職場づくりに生かす。
２．調査期間：２０２２年４月～６月１５日
３．調査対象：全国の医労連加盟組織内にある、医

療・介護・福祉職場で働く女性労働者
４．調査・集計方法：全国組合・都道府県医労連を
通じて、加盟組合に調査票の送付と、グーグルフォー
ムを活用して、回収・集計した。
５．調査事項：①年休の取得状況 ②生理休暇の取
得状況 ③連休の取得状況 ④母性保護のため求め
られる休暇制度
６．集約結果：７全国組合・２９県医労連（全体３３都
道府県）、９，１５５人から集約した。

日本医労連女性協議会では、継続的に３休（年休・生休・連休）を取ろうと呼びかけてきました。
女性の多い医療や介護・福祉の現場では、母性保護問題は働き続ける上でも重要な課題となっていま
す。そこで、医療や介護・福祉の現場ではたらく女性労働者の実態をつかむため、３休アンケートに
取り組みました。

「３休（年休・生休・連休）アンケート」
調査結果

日本医労連女性協議会
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Ⅱ．調査結果

１、年休の取得状況
（１）昨年度、年休をどれだけ取得したか
「６～１０日」３，００４人・３２．８％が最も多く、保育士
以外の全ての職種で最も多くなっていた。次いで「１１
～１５日」１，７７３人・１９．４％、「１～５日」１，４８９人・
１６．３％、「１６～２０日」１，１１５人・１２．２％、「わからな
い」９７４人・１０．６％、「２１日以上」２６２人・２．９％と続

いた。年休を１日も取得しなかった人も８３人・０．９％
いた。１年間に発給された年休のほぼすべてを取得
した人は、「１６～２１日以上」で見る限り、１５．１％と
２割にも届かない状況となっていた。
職種別でみると、「０～５日」では、介護職が２６．１％
と約４分の１となり、看護職では１７．４％と約２割で
あった。
「その他」１８７人・２．０％の自由記載欄には、「年休っ
て何ですか」「自分の意志では取れない」「年休の申
請を出しているのに勝手に公休にかえられる」など
の記述があった。

９．職種別

１０．年代別

年休の取得日数（雇用形態別）

医 師 看護職 介護職 放射線
・検査 リハビリ 事 務 保育士 その他の

コメディカル 無回答

正 規 雇 用 １７ ３,８３０ ４９２ ２６３ ４１０ ４６４ ３１ ６５７ １８８
０．３ ６０．３ ７．７ ４．１ ６．５ ７．３ ０．５ １０．３ ３．０

非正規雇用 ２ ４６１ １９２ ２２ １５ ２９３ １２ １５３ １０９
０．２ ３６．６ １５．３ １．７ １．２ ２３．３ １．０ １２．２ ８．７

無 回 答 ３ ６１６ １３４ ３６ ６７ ９６ ６ ６７ ５１９
０．２ ３９．９ ８．７ ２．３ ４．３ ６．２ ０．４ ４．３ ３３．６

合 計 ２２ ４,９０７ ８１８ ３２１ ４９２ ８５３ ４９ ８７７ ８１６
０．２ ５３．６ ８．９ ３．５ ５．４ ９．３ ０．５ ９．６ ８．９

（下段％）

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上 無回答

正 規 雇 用
１４ １,６２４ １,６０５ １,８３４ １,１１７ １３１ ２７
０．２ ２５．６ ２５．３ ２８．９ １７．６ ２．１ ０．４

非正規雇用
２ ６３ ２０４ ３７２ ３０３ ３０６ ９

０．２ ５．０ １６．２ ２９．５ ２４．１ ２４．３ ０．７

無 回 答
２ １２７ １７８ ４８０ ４６５ １６６ １２６

０．１ ８．２ １１．５ ３１．１ ３０．１ １０．８ ８．２

合 計
１８ １,８１４ １,９８７ ２,６８６ １,８８５ ６０３ １６２
０．２ １９．８ ２１．７ ２９．３ ２０．６ ６．６ １．８

（下段％）

０日 １～５日 ６～１０日 １１～１５日 １６～２０日 ２１日以上
年休はない
（勤続６カ月
未満）

わからない その他 無回答 合 計

正規雇用
３８ １,００９ ２,１０１ １,２３８ ７１３ １８４ ９６ ７５３ １５７ ６３ ６,３５２
０．６ １５．９ ３３．１ １９．５ １１．２ ２．９ １．５ １１．９ ２．５ １．０ １００．０

非正規雇用
３０ １８７ ３７９ ２６７ １９７ ３２ ３９ ９６ １４ １８ １,２５９
２．４ １４．９ ３０．１ ２１．２ １５．６ ２．５ ３．１ ７．６ １．１ １．４ １００．０

無 回 答
１５ ２９３ ５２４ ２６８ ２０５ ４６ ８ １２５ １６ ４４ １,５４４
１．０ １９．０ ３３．９ １７．４ １３．３ ３．０ ０．５ ８．１ １．０ ２．８ １００．０

合 計
８３ １,４８９ ３,００４ １,７７３ １,１１５ ２６２ １４３ ９７４ １８７ １２５ ９,１５５
０．９ １６．３ ３２．８ １９．４ １２．２ ２．９ １．６ １０．６ ２．０ １．４ １００．０

（下段％）
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（２）年休は主に何に使うか（複数回答）
年休の主要な目的は、「休養」４，９９１人・５４．５％、

「子どもの関連行事」２，９４０人・３２．１％、「自分の病
気・通院」２，６６６人・２９．１％、「旅行・趣味」２，２５１
人・２４．６％、「家族の病気・通院」２，１５８人・２３．６％
の順となっていた。２０２０年４月に全労連女性部が調
査した「女性労働者の労働実態（医労連抽出分）」（以
下、全労連女性部調査）の調査結果では、「趣味・
旅行」は、全体の第２位となっていた。それから２
年後の今回の調査では、第４位まで落ち込んでいる。
これは新型コロナの影響による自粛と、医療や介
護・福祉労働者にいまだにかけられ続けている行動
制限が大きく影響していると推測できる。
雇用形態別で比較すると、「旅行・趣味」につい

ては、正規が２７．２％で４位であるのに対し、非正規

では１８．８％と５位に位置し、２割にも満たない状況
となっている。背景には経済的理由もあると推測で
きる。その一方で、非正規は子どもの関連や家族お
よび自分の病気・通院についての回答がすべて３割
を超え、正規よりも高い数値になっている。
年代別に見ると、「４０代」以外は「休養」がトッ

プで、その「４０代」は「子ども関連の行事」に年休
を多く使っていることがわかる。２位を比較すると、
「１０代」「２０代」は「旅行・趣味」、「３０代」は「子
ども関連の行事」、「４０代」は「休養」、「５０代」「６０
代」は「自分の病気・通院」となっている。全体的
にみて、若年層は趣味や体を休めることに使い、子
育て世代は、子どもを優先にしていることが読み取
れる。

休 養 旅行・趣味 子ども関連
の 行 事

自 分 の
病気・通院

家 族 の
病気・通院 その他 無回答

正規雇用
（６,３５２人）

３,６４６ １,７２８ １,９７５ １,７８４ １,３５３ ５０３ １１４
５７．４ ２７．２ ３１．１ ２８．１ ２１．３ ７．９ １．８

非正規雇用
（１,２５９人）

５７７ ２３７ ４７９ ４１６ ４０７ ７７ ３２
４５．８ １８．８ ３８．０ ３３．０ ３２．３ ６．１ ２．５

無回答
（１,５４４人）

７６８ ２８６ ４８６ ４６６ ３９８ １００ ６９
４９．７ １８．５ ３１．５ ３０．２ ２５．８ ６．５ ４．５

合 計
（９,１５５人）

４,９９１ ２,２５１ ２,９４０ ２,６６６ ２,１５８ ６８０ ２１５
５４．５ ２４．６ ３２．１ ２９．１ ２３．６ ７．４ ２．３

※率は有効回答数に対する割合

年休の取得日数（職種別）

年休の主要な目的（雇用形態別） （下段％）

０日 １～５日 ６～１０日 １１～１５日 １６～２０日 ２１日以上
年休はない
（勤続６カ月
未満）

わからない その他 無回答 合 計

医 師 ０ ３ ９ ５ ３ ０ ０ ２ ０ ０ ２２
０．０ １３．６ ４０．９ ２２．７ １３．６ ０．０ ０．０ ９．１ ０．０ ０．０ １００．０

看 護 職 ３９ ８１６ １,５９４ ９０３ ５３０ １３０ ６９ ６４１ １２３ ６２ ４,９０７
０．８ １６．６ ３２．５ １８．４ １０．８ ２．６ １．４ １３．１ ２．５ １．３ １００．０

介 護 職 １５ １９９ ２３４ １２２ ８１ ２６ １６ １０３ ９ １３ ８１８
１．８ ２４．３ ２８．６ １４．９ ９．９ ３．２ ２．０ １２．６ １．１ １．６ １００．０

放 射 線
・ 検 査

０ ４６ １０６ ６８ ５４ ９ １０ １９ ７ ２ ３２１
０．０ １４．３ ３３．０ ２１．２ １６．８ ２．８ ３．１ ５．９ ２．２ ０．６ １００．０

リハビリ ４ ４６ １６２ １１８ ８１ ２２ ６ ３６ １４ ３ ４９２
０．８ ９．３ ３２．９ ２４．０ １６．５ ４．５ １．２ ７．３ ２．８ ０．６ １００．０

事 務 ８ １１７ ２９９ １８７ １４１ ２２ １１ ３８ １９ １１ ８５３
０．９ １３．７ ３５．１ ２１．９ １６．５ ２．６ １．３ ４．５ ２．２ １．３ １００．０

保 育 士 ０ ７ １４ １５ ８ ０ ２ ２ １ ０ ４９
０．０ １４．３ ２８．６ ３０．６ １６．３ ０．０ ４．１ ４．１ ２．０ ０．０ １００．０

そ の 他 の
コメディカル

７ １２３ ３１７ １９７ １０９ ２９ ２２ ６０ ８ ５ ８７７
０．８ １４．０ ３６．１ ２２．５ １２．４ ３．３ ２．５ ６．８ ０．９ ０．６ １００．０

無 回 答 １０ １３２ ２６９ １５８ １０８ ２４ ７ ７３ ６ ２９ ８１６
１．２ １６．２ ３３．０ １９．４ １３．２ ２．９ ０．９ ８．９ ０．７ ３．６ １００．０

合 計 ８３ １,４８９ ３,００４ １,７７３ １,１１５ ２６２ １４３ ９７４ １８７ １２５ ９,１５５
０．９ １６．３ ３２．８ １９．４ １２．２ ２．９ １．６ １０．６ ２．０ １．４ １００．０

（下段％）
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（３）年休を取得しなかった（できなかった）理由
（３つまで回答可）
「人員不足」が３，６０５人・３９．４％とトップ、次いで
「自分や家族のための急な用事のために残しておく」
２，３２５人・２５．４％、「職場に迷惑がかかる」１，８４２人・
２０．１％、「取りづらい雰囲気がある」１，７７６人・
１９．４％、「周りが誰も取っていない」５５５人・６．１％
の順となっている。雇用形態別でみると、正規では
「人員不足」と回答した人が４２．７％と４割を超え、
非正規の２倍となった。一方、非正規は「自分や家
族のための急な用事のために残しておく」がトップ

で３０．７％と３割を超えた。
職種別でみると、「人員不足」をトップに回答し
た職種は、「看護職」４６．０％、「介護職」３２．６％、「放
射線・検査」４１．７％、「その他コメディカル」３１．７％
であった。看護職や検査・放射線技師については、
４割を超えて「人員不足」と回答している。
「その他」の自由記載欄には、「希望しても年休を
つけてくれない」「人員不足だからダメと言われた」
「コロナでどこにも行けない」「年休は上司が決め
る」「１人職場なので、自分が休むと自分の仕事が
増えるだけ」などの記述があった。

休 養 旅行・趣味 子ども関連
の 行 事

自 分 の
病気・通院

家 族 の
病気・通院 その他 無回答

１０代
（１８人）

１３ ５ ０ ２ ０ ２ ３
７２．２ ２７．８ ０．０ １１．１ ０．０ １１．１ １６．７

２０代
（１,８１４人）

１,３２０ ８４７ ７６ ４２１ １２２ １１１ ５２
７２．８ ４６．７ ４．２ ２３．２ ６．７ ６．１ ２．９

３０代
（１,９８７人）

９８３ ４３９ ８９２ ５７０ ５４１ １４８ ３３
４９．５ ２２．１ ４４．９ ２８．７ ２７．２ ７．４ １．７

４０代
（２,６８６人）

１１８６ ４４２ １５１４ ７６０ ７０７ １８１ ４２
４４．２ １６．５ ５６．４ ２８．３ ２６．３ ６．７ １．６

５０代
（１,８８５人）

１０７２ ３６８ ３８１ ６５１ ５６７ １６８ ４６
５６．９ １９．５ ２０．２ ３４．５ ３０．１ ８．９ ２．４

６０代以上
（６０３人）

３５１ １１９ ２５ ２１７ １７６ ５９ ２６
５８．２ １９．７ ４．１ ３６．０ ２９．２ ９．８ ４．３

無回答
（１６２人）

６６ ３１ ５２ ４５ ４５ １１ １３
４０．７ １９．１ ３２．１ ２７．８ ２７．８ ６．８ ８．０

合 計 ４,９９１ ２,２５１ ２,９４０ ２,６６６ ２,１５８ ６８０ ２１５
５４．５ ２４．６ ３２．１ ２９．１ ２３．６ ７．４ ２．３

※率は有効回答数に対する割合

人員不足 取りづらい
雰囲気がある

周りが誰も
取っていない

自分や家族のため
の急な用事のため
に 残 し て お く

職場に迷惑
が か か る

年休制度はな
いと言われた その他 無回答

正規雇用
（６,３５２人）

２,７１４ １,３５５ ４２６ １,５９４ １,３４５ ６ ６７１ １,４６５
４２．７ ２１．３ ６．７ ２５．１ ２１．２ ０．１ １０．６ ２３．１

非正規雇用
（１,２５９人）

２７６ １０８ ２９ ３８６ １９５ ４ ８０ ５３８
２１．９ ８．６ ２．３ ３０．７ １５．５ ０．３ ６．４ ４２．７

無回答
（１,５４４人）

６１５ ３１３ １００ ３４５ ３０２ ５ １２１ ４３６
３９．８ ２０．３ ６．５ ２２．３ １９．６ ０．３ ７．８ ２８．２

合計
（９,１５５人）

３,６０５ １,７７６ ５５５ ２,３２５ １,８４２ １５ ８７２ ２,４３９
３９．４ １９．４ ６．１ ２５．４ ２０．１ ０．２ ９．５ ２６．６

※率は有効回答数に対する割合

年休の主要な目的（年代別） （下段％）

年休を取得しなかった理由（雇用形態別）
（下段％）

２０ 医療労働



仕事に付随して（夜勤等）年休を使ったことがあるか（雇用形態別）

あ る な い わからない 無回答 合 計

正 規 雇 用
１,２９６ ３,１４０ １,７６９ １４７ ６,３５２
２０．４ ４９．４ ２７．８ ２．３ １００．０

非正規雇用
８３ ８７３ ２１６ ８７ １,２５９
６．６ ６９．３ １７．２ ６．９ １００．０

無 回 答
２６８ ８０３ ３７７ ９６ １,５４４
１７．４ ５２．０ ２４．４ ６．２ １００．０

合 計
１,６４７ ４,８１６ ２,３６２ ３３０ ９,１５５
１８．０ ５２．６ ２５．８ ３．６ １００．０

（下段％）

（４）仕事に付随して（夜勤等）年休を使った（使
われた）ことがあるか
「ある」と回答した人は、１，６４７人・１８．０％、「な
い」４，８１６人・５２．６％、「わからない」２，３６２人・２５．８％
であった。「ある」と回答した人を雇用形態別でみ

ると、正規では２０．４％、非正規では６．６％と大きな
開きがあった。職種別でみると、「医師」３１．８％で
約３人に１人、「看護職」２４．８％で４人に１人となっ
ている。

（５）「ある」と回答した方でどのような形で年休
を使ったのか（使われたのか）
「夜勤明けに年休」「当直後に年休」「希望していな
いがシフトで勝手に年休をつけられた」「研修参加

のため」「夜勤前の半日休みに有給があてられてい
る」「人員の余裕があるからと有休を取るように言
われた」との記述があった。自らの意思や勤務希望
とは関係なく、年休が消化されている実態があった。

年休を取得しなかった理由（職種別）

人員不足 取りづらい
雰囲気がある

周りが誰も
取っていない

自分や家族のため
の急な用事のため
に 残 し て お く

職場に迷惑
が か か る

年休制度はな
いと言われた その他 無回答

医 師
（２２人）

５ ３ １ ９ ５ ０ ３ ６
２２．７ １３．６ ４．５ ４０．９ ２２．７ ０．０ １３．６ ２７．３

看 護 職
（４９０７人）

２,２５７ １,１６５ ３９４ １,１５３ １,０１４ １０ ４９７ １,０７０
４６．０ ２３．７ ８．０ ２３．５ ２０．７ ０．２ １０．１ ２１．８

介 護 職
（８１８人）

２６７ １２１ ４８ １８４ １２３ １ ６５ ３１６
３２．６ １４．８ ５．９ ２２．５ １５．０ ０．１ ７．９ ３８．６

放射線・検査
（３２１人）

１３４ ５２ １２ １０３ ５９ ０ １８ ８１
４１．７ １６．２ ３．７ ３２．１ １８．４ ０．０ ５．６ ２５．２

リ ハ ビ リ
（４９２人）

１２１ ７３ １１ １８４ １２６ ０ ５２ １２５
２４．６ １４．８ ２．２ ３７．４ ２５．６ ０．０ １０．６ ２５．４

事 務
（８５３人）

２２２ ９６ １７ ２２８ １５５ １ ９８ ３１０
２６．０ １１．３ ２．０ ２６．７ １８．２ ０．１ １１．５ ３６．３

保 育 士
（４９人）

１３ ６ ３ １６ ６ ０ ６ １４
２６．５ １２．２ ６．１ ３２．７ １２．２ ０．０ １２．２ ２８．６

その他のコメディカル
（８７７人）

２７８ １１７ ３８ ２５７ ２０４ ２ ７６ ２５５
３１．７ １３．３ ４．３ ２９．３ ２３．３ ０．２ ８．７ ２９．１

無 回 答
（８１６人）

３０８ １４３ ３１ １９１ １５０ １ ５７ ２６２
３７．７ １７．５ ３．８ ２３．４ １８．４ ０．１ ７．０ ３２．１

合 計
（９,１５５人）

３,６０５ １,７７６ ５５５ ２,３２５ １,８４２ １５ ８７２ ２,４３９
３９．４ １９．４ ６．１ ２５．４ ２０．１ ０．２ ９．５ ２６．６

（下段％）

調査結果

医療労働 ２１



仕事に付随して（夜勤等）年休を使ったことがあるか（職種別）

あ る な い わからない 無回答 合 計

医 師 ７ １１ ３ １ ２２
３１．８ ５０．０ １３．６ ４．５ １００．０

看 護 職 １,２１５ ２,１３６ １,４５１ １０５ ４,９０７
２４．８ ４３．５ ２９．６ ２．１ １００．０

介 護 職 ８２ ４４９ ２３６ ５１ ８１８
１０．０ ５４．９ ２８．９ ６．２ １００．０

放 射 線
・ 検 査

４６ ２１３ ５８ ４ ３２１
１４．３ ６６．４ １８．１ １．２ １００．０

リ ハ ビ リ ２９ ３７２ ８４ ７ ４９２
５．９ ７５．６ １７．１ １．４ １００．０

事 務 ４１ ６３０ １４０ ４２ ８５３
４．８ ７３．９ １６．４ ４．９ １００．０

保 育 士 ８ ３１ ７ ３ ４９
１６．３ ６３．３ １４．３ ６．１ １００．０

その他のコ
メディカル

８９ ５５１ １９５ ４２ ８７７
１０．１ ６２．８ ２２．２ ４．８ １００．０

無 回 答 １３０ ４２３ １８８ ７５ ８１６
１５．９ ５１．８ ２３．０ ９．２ １００．０

合 計 １,６４７ ４,８１６ ２,３６２ ３３０ ９,１５５
１８．０ ５２．６ ２５．８ ３．６ １００．０

（下段％）

２、生理休暇の取得状況
（１）生理休暇の取得状況
「毎潮時取っている」３６９人・４．０％、「時々取って
いる」３０４人・３．３％、「取っていない」７，５７３人・
８２．７％となった。「毎潮時取っている」と「時々取っ
ている」を合わせても、６７３人・７．３％で１割にも満
たなかった。
また雇用形態別では、「取っていない」と回答し
た正規は８５．４％、非正規は７３．４％であった。

職種別でみると、「取っていない」と回答した「医
師」は１８人・８１．８％、「看護職」は、４，２２５人・８６．１％、
「介護職」６２３人・７６．２％、「放射線・検査」２７２人・
８４．７％、「リハビリ」３６３人・７３．８％、「事務」６７０人・
７８．５％、「保育士」３４人・６９．４％、「その他のコメディカ
ル」７２１人・８２．２％、「無回答」６４７人・７９．３％であった。
全体の「取っていない」と回答した８２．７％を超え

た職種は、「看護職」と「放射線・検査」であった。

生理休暇取得状況（雇用形態別）
毎 潮 時
取っている

時 々
取っている 取っていない その他 無回答 合 計

正 規 雇 用 ２９０ ２４３ ５,４２６ １５４ ２３９ ６,３５２
４．６ ３．８ ８５．４ ２．４ ３．８ １００．０

非正規雇用 ５０ ２６ ９２４ ５６ ２０３ １,２５９
４．０ ２．１ ７３．４ ４．４ １６．１ １００．０

無 回 答 ２９ ３５ １,２２３ ５５ ２０２ １,５４４
１．９ ２．３ ７９．２ ３．６ １３．１ １００．０

合 計 ３６９ ３０４ ７,５７３ ２６５ ６４４ ９,１５５
４．０ ３．３ ８２．７ ２．９ ７．０ １００．０

（下段％）

２２ 医療労働



（２）生理休暇を「取っていない」と回答した人の
うち、「取っていない理由」（複数回答）
「取っていない」と回答した７，５７３人のうち、「周
りが誰も取っていない」が３，３２１人・４３．９％、「必要
ない」２，４５０人・３２．４％、「仕事が多忙で雰囲気とし
て取りづらい」２，１０３人・２７．８％、「人員不足」１，４２１
人・１８．８％、「上司に言いづらい」１，３９９人・１８．５％
の順となった。また、「制度があることを知らなかっ
た」８４８人・１１．２％、「生理休暇制度はないと言われ
た」１５２人・２．０％もあった。特に非正規では、「制
度があることを知らなかった」「生理休暇制度はな
いと言われた」は正規を上回った。
職種別でみると、「周りが誰も取っていない」は
「看護職」で４９．５％、「放射線・検査」で４６．０％と

約５割となった。「仕事が多忙で雰囲気としてとり
づらい」は、「看護職」で３３．３％と３割を超え、「人
員不足」についても、２２．９％と１職種のみ２割を超
えた。
自由記載欄には、「説明なし。制度を知らなかっ
た」「生理休暇はなくなった」「パートだからない」
「取得できる契約でない」「制度がない」「取らせて
くれない」「生理の突発休は勤務上取りにくい」「上
司が男性だから言いづらい」「取得に値する辛さが
わからない」「名称が申請しにくく年休で申請」「無
給だから」「痛み止めを飲めば働ける」などさまざ
まな回答が寄せられた。制度についての学習と周知
の必要性を強く感じるものとなった。

生理休暇取得状況（職種別）

毎 潮 時
取っている

時 々
取っている 取っていない その他 無回答 合 計

医 師
０ ２ １８ ０ ２ ２２

０．０ ９．１ ８１．８ ０．０ ９．１ １００．０

看 護 職
１６７ １０５ ４,２２５ １３５ ２７５ ４,９０７
３．４ ２．１ ８６．１ ２．８ ５．６ １００．０

介 護 職
３７ ２５ ６２３ ２７ １０６ ８１８
４．５ ３．１ ７６．２ ３．３ １３．０ １００．０

放 射 線
・ 検 査

１１ ６ ２７２ １２ ２０ ３２１
３．４ １．９ ８４．７ ３．７ ６．２ １００．０

リ ハ ビ リ
４２ ６３ ３６３ １２ １２ ４９２
８．５ １２．８ ７３．８ ２．４ ２．４ １００．０

事 務
５０ ４３ ６７０ ３５ ５５ ８５３
５．９ ５．０ ７８．５ ４．１ ６．４ １００．０

保 育 士
３ ６ ３４ ３ ３ ４９

６．１ １２．２ ６９．４ ６．１ ６．１ １００．０
その他のコ
メディカル

５０ ３６ ７２１ ２０ ５０ ８７７
５．７ ４．１ ８２．２ ２．３ ５．７ １００．０

無 回 答
９ １８ ６４７ ２１ １２１ ８１６

１．１ ２．２ ７９．３ ２．６ １４．８ １００．０

合 計
３６９ ３０４ ７,５７３ ２６５ ６４４ ９,１５５
４．０ ３．３ ８２．７ ２．９ ７．０ １００．０

（下段％）

調査結果

医療労働 ２３



生理休暇を取っていない理由（雇用形態別）

生理休暇を取っていない理由（職種別）

必要ない 人員不足
仕事が多忙で
雰囲気として
取りづらい

上司に言
いづらい

周りが誰も
取っていない

生理休制度
は な い と
言 わ れ た

制度がある
ことを知ら
な か っ た

その他 無回答

正規雇用
（５,４２６人）

１,６６０ １,１１５ １,６６５ １,１０１ ２,５７１ ８１ ５８２ ４１３ ９７１
３０．６ ２０．５ ３０．７ ２０．３ ４７．４ １．５ １０．７ ７．６ １７．９

非正規雇用
（９２４人）

３６０ ９４ １２１ ９５ ２７４ ４２ １６３ ９８ ３７４
３９．０ １０．２ １３．１ １０．３ ２９．７ ４．５ １７．６ １０．６ ４０．５

無回答
（１,２２３人）

４３０ ２１２ ３１７ ２０３ ４７６ ２９ １０３ ８４ ３５９
３５．２ １７．３ ２５．９ １６．６ ３８．９ ２．４ ８．４ ６．９ ２９．４

合計
（７,５７３人）

２,４５０ １,４２１ ２,１０３ １,３９９ ３,３２１ １５２ ８４８ ５９５ １,７０４
３２．４ １８．８ ２７．８ １８．５ ４３．９ ２．０ １１．２ ７．９ ２２．５

※率は有効回答数に対する割合

（下段％）

必要ない 人員不足
仕事が多忙で
雰囲気として
取りづらい

上司に言
いづらい

周りが誰も
取っていない

生理休制度
はないと言
わ れ た

制度がある
ことを知ら
な か っ た

その他 無回答

医 師
（１８人）

６ １ ２ ２ ６ １ ２ ４ ３
３３．３ ５．６ １１．１ １１．１ ３３．３ ５．６ １１．１ ２２．２ １６．７

看 護 職
（４,２２５人）

１,２６３ ９６９ １,４０６ ７９４ ２,０９１ ７０ ４４７ ２９５ ７２５
２９．９ ２２．９ ３３．３ １８．８ ４９．５ １．７ １０．６ ７．０ １７．２

介 護 職
（６２３人）

２３６ ８６ １５０ ８６ ２３４ １１ ７８ ６０ ２０２
３７．９ １３．８ ２４．１ １３．８ ３７．６ １．８ １２．５ ９．６ ３２．４

放射線・検査
（２７２人）

８８ ５０ ５９ ６７ １２５ ６ ２６ ２４ ５４
３２．４ １８．４ ２１．７ ２４．６ ４６．０ ２．２ ９．６ ８．８ １９．９

リ ハ ビ リ
（３６３人）

１０８ ３７ ８９ ９４ １３４ ７ ６１ ３３ １２６
２９．８ １０．２ ２４．５ ２５．９ ３６．９ １．９ １６．８ ９．１ ３４．７

事 務
（６７０人）

２４７ ７８ １１２ １３４ ２１９ ２２ ８２ ６９ ２００
３６．９ １１．６ １６．７ ２０．０ ３２．７ ３．３ １２．２ １０．３ ２９．９

保 育 士
（３４人）

１２ ３ ６ ４ １０ １ ４ ５ １６
３５．３ ８．８ １７．６ １１．８ ２９．４ ２．９ １１．８ １４．７ ４７．１

その他のコメディカル
（７２１人）

２６３ ９９ １３７ １１７ ２７８ １７ ８０ ６９ １７４
３６．５ １３．７ １９．０ １６．２ ３８．６ ２．４ １１．１ ９．６ ２４．１

無 回 答
（６４７人）

２２７ ９８ １４２ １０１ ２２４ １７ ６８ ３６ ２０４
３５．１ １５．１ ２１．９ １５．６ ３４．６ ２．６ １０．５ ５．６ ３１．５

合 計
（７,５７３人）

２,４５０ １,４２１ ２,１０３ １,３９９ ３,３２１ １５２ ８４８ ５９５ １,７０４
３２．４ １８．８ ２７．８ １８．５ ４３．９ ２．０ １１．２ ７．９ ２２．５

※率は有効回答数に対する割合

（下段％）

２４ 医療労働



（３）「月経に関する不調」について（複数回答）
「月経痛（腰痛・腹痛・頭痛等）あり」５，４４４人・
５９．５％、「月経による体調不良・精神不安あり」３，０９６
人・３３．８％、「月経の不調（月経前症候群＝ＰＭＳ）
あり」２，９０２人・３１．７％、「月経不順あり」１，５１９人・
１６．６％であった。「月経にかかわる不調はない」と
「無月経（３カ月以上停止・閉経等）」を合わせる
と、１，８２４人・１９．９％であった。

職種別の特徴として、リハビリについては、「月
経の不調」ありの全ての項目で、トップとなってお
り、多くの職員が複数の不調を抱えながら勤務して
いる状況がうかがえる。
「その他」の自由記載欄には、「多量出血でパンツ
（ズボン）までもれる事もある」「気分が落ち込む」
「ピル内服」などがあった。

月経痛（腰痛・腹
痛・頭痛等）あり

月経による体調不
良・精神不安あり PMSあり 月経不順あり 月経にかかわる不調はない

無月経（３カ月以
上停止・閉経等） その他 無回答

医 師
（２２人）

８ ５ ５ ２ ３ ４ １ ２
３６．４ ２２．７ ２２．７ ９．１ １３．６ １８．２ ４．５ ９．１

看 護 職
（４,９０７人）

３,０５８ １,７１５ １,５９９ ８６２ ３２３ ５７５ １０８ ４４９
６２．３ ３５．０ ３２．６ １７．６ ６．６ １１．７ ２．２ ９．２

介 護 職
（８１８人）

３７９ ２２６ ２０８ １３０ ６２ １６８ ２１ １４５
４６．３ ２７．６ ２５．４ １５．９ ７．６ ２０．５ ２．６ １７．７

放射線・検査
（３２１人）

２０５ １０８ １０７ ５１ ２４ ４３ ５ ２１
６３．９ ３３．６ ３３．３ １５．９ ７．５ １３．４ １．６ ６．５

リ ハ ビ リ
（４９２人）

３８５ ２２９ ２３３ １０９ ２１ １９ ９ １４
７８．３ ４６．５ ４７．４ ２２．２ ４．３ ３．９ １．８ ２．８

事 務
（８５３人）

４９６ ２９５ ２８６ １２２ ６８ １２１ ２２ ８２
５８．１ ３４．６ ３３．５ １４．３ ８．０ １４．２ ２．６ ９．６

保 育 士
（４９人）

２９ １８ １１ ７ ３ ５ ２ ５
５９．２ ３６．７ ２２．４ １４．３ ６．１ １０．２ ４．１ １０．２

その他のコメディカル
（８７７人）

５２４ ３１１ ２９５ １４８ ６８ １１７ １４ ７０
５９．７ ３５．５ ３３．６ １６．９ ７．８ １３．３ １．６ ８．０

無 回 答
（８１６人）

３６０ １８９ １５８ ８８ ６４ １３６ １５ １９０
４４．１ ２３．２ １９．４ １０．８ ７．８ １６．７ １．８ ２３．３

合 計
（９,１５５人）

５,４４４ ３,０９６ ２,９０２ １,５１９ ６３６ １,１８８ １９７ ９７８
５９．５ ３３．８ ３１．７ １６．６ ６．９ １３．０ １９７ １０．７

※率は有効回答数に対する割合

月経痛（腰痛・腹
痛・頭痛等）あり

月経による体調不
良・精神不安あり PMSあり 月経不順あり 月経にかかわる不調はない

無月経（３カ月以
上停止・閉経等） その他 無回答

正規雇用
（６,３５２人）

４,１７５ ２,３８２ ２,２７２ １,１６０ ４３６ ６６６ １３５ ４０８
６５．７ ３７．５ ３５．８ １８．３ ６．９ １０．５ ２．１ ６．４

非正規雇用
（１,２５９人）

５４３ ３０５ ２８６ １６２ ９０ ２８０ ３２ ２５０
４３．１ ２４．２ ２２．７ １２．９ ７．１ ２２．２ ２．５ １９．９

無回答
（１,５４４人）

７２６ ４０９ ３４４ １９７ １１０ ２４２ ３０ ３２０
４７．０ ２６．５ ２２．３ １２．８ ７．１ １５．７ １．９ ２０．７

合計
（９,１５５人）

５,４４４ ３,０９６ ２,９０２ １,５１９ ６３６ １,１８８ １９７ ９７８
５９．５ ３３．８ ３１．７ １６．６ ６．９ １３．０ ２．２ １０．７

※率は有効回答数に対する割合

月経に関する不調（雇用形態別）
（下段％）

月経に関する不調（職種別）
（下段％）

調査結果

医療労働 ２５



（４）月経時（ＰＭＳ含）の鎮痛剤使用
鎮痛剤の使用については、無月経や無回答を除い

た４，７７４人のうち、「毎潮時飲む」１，７２０人・３６．０％、
「ときどき飲む」１，９２５人・４０．３％、「飲まない」１，０７５
人・２２．５％であった。「毎潮時飲む」と「ときどき
飲む」を合わせると３，６４５人・７６．３％であり、約８
割の人が鎮痛剤を服用しなければならない状態にあ
る。
正規では「毎潮時飲む」が３７．５％と約４割、「と

きどき飲む」は４０．７％と４割を超えた。

職種別でみると、「毎潮時飲む」では、複数の不
調が多かった「リハビリ」が４０．６％と４割を超えた。
続いて「放射線・検査」が３９．５％、「看護職」が３７．６％
であった。保育士以外の職種すべてが３割を超えて
いた。
「その他」の自由記載欄には、「ピル服用」「辛す
ぎて婦人科受診ホルモン抑制剤使用」「治療で月経
を止めている。そうしないと痛みが強い」などの記
述もあり、そのように回答した人の多くは、生理休
暇を取得していなかった。

月経時（ＰＭＳ含）の鎮痛剤使用（雇用形態別）

月経時（ＰＭＳ含）の鎮痛剤使用（職種別）

毎潮時飲む ときどき飲む 飲まない その他 合 計

正 規 雇 用 １,３７０ １,４８８ ７５９ ３６ ３,６５３
３７．５ ４０．７ ２０．８ １．０ １００．０

非正規雇用 １５５ １９６ １５６ １１ ５１８
２９．９ ３７．８ ３０．１ ２．１ １００．０

無 回 答 １９５ ２４１ １６０ ７ ６０３
３２．３ ４０．０ ２６．５ １．２ １００．０

合 計 １,７２０ １,９２５ １,０７５ ５４ ４,７７４
３６．０ ４０．３ ２２．５ １．１ １００．０

（下段％）

毎潮時飲む ときどき飲む 飲まない その他 合 計

医 師 ４ ５ ４ ０ １３
３０．８ ３８．５ ３０．８ ０．０ １００．０

看 護 職 １,００５ １,１３１ ５１０ ２８ ２,６７４
３７．６ ４２．３ １９．１ １．０ １００．０

介 護 職 １１６ １１２ ９９ ５ ３３２
３４．９ ３３．７ ２９．８ １．５ １００．０

放 射 線
・ 検 査

７３ ６９ ４１ ２ １８５
３９．５ ３７．３ ２２．２ １．１ １００．０

リ ハ ビ リ １２６ １０８ ７３ ３ ３１０
４０．６ ３４．８ ２３．５ １．０ １００．０

事 務 １３９ １６４ １３２ ４ ４３９
３１．７ ３７．４ ３０．１ ０．９ １００．０

保 育 士 ８ １３ ４ ２ ２７
２９．６ ４８．１ １４．８ ７．４ １００．０

その他のコ
メディカル

１４８ １９８ １２５ １０ ４８１
３０．８ ４１．２ ２６．０ ２．１ １００．０

無 回 答 １０１ １２５ ８７ ０ ３１３
３２．３ ３９．９ ２７．８ ０．０ １００．０

合 計 １,７２０ １,９２５ １,０７５ ５４ ４,７７４
３６．０ ４０．３ ２２．５ １．１ １００．０

（下段％）

２６ 医療労働



３、連休の取得状況について
（１）２０２２年３月を基準に、連続２日以上の休みを
何回取得したか
「１カ月に１回取得」は３，０５０人・３３．３％、「１カ
月に２回取得」は２，３４３人・２５．６％、「１カ月に３回
取得」は１，４８１人・１６．２％、「取れない」１，０３８人・
１１．３％であった。
「１カ月に１回取得」が一番多かった職種は、「医
師」７人・３１．８％、「看護職」１，９６２人・４０．０％、「介

護職」２６６人・３２．５％、「事務」１８３人・２１．５％であ
り、看護職については４０．０％と４割を超えた。職種
別に「取れない」と回答した中では、「事務」のみ
２１．１％と２割を超え、「放射線・検査」については
１８．７％だった。「その他」自由記載欄には、「２～３
カ月に１回取れたらいい」「３月はなかった」「連休
は年に１回ぐらい。人数が少ないので数日休みを取
ることに抵抗がある」との回答があった。

連続２日以上の休みの取得日数（２０２２年３月基準）

１カ月に
１回取得

１カ月に
２回取得

１カ月に３回
以 上 取 得 取れない その他 無回答 合 計

正 規 雇 用
２,２９３ １,７８５ ９４１ ６８２ ３５５ ２９６ ６,３５２
３６．１ ２８．１ １４．８ １０．７ ５．６ ４．７ １００．０

非正規雇用
２７５ １９４ ３２１ １６７ １３３ １６９ １,２５９
２１．８ １５．４ ２５．５ １３．３ １０．６ １３．４ １００．０

無 回 答
４８２ ３６４ ２１９ １８９ ７８ ２１２ １,５４４
３１．２ ２３．６ １４．２ １２．２ ５．１ １３．７ １００．０

合 計
３,０５０ ２,３４３ １,４８１ １,０３８ ５６６ ６７７ ９,１５５
３３．３ ２５．６ １６．２ １１．３ ６．２ ７．４ １００．０

（下段％）

１カ月に
１回取得

１カ月に
２回取得

１カ月に３回
以 上 取 得 取れない その他 無回答 合 計

医 師
７ ７ ０ ３ ４ １ ２２

３１．８ ３１．８ ０．０ １３．６ １８．２ ４．５ １００．０

看 護 職
１,９６２ １,３０７ ６５２ ４１５ ２７９ ２９２ ４,９０７
４０．０ ２６．６ １３．３ ８．５ ５．７ ６．０ １００．０

介 護 職
２６６ ２２３ １２０ ８４ ４４ ８１ ８１８
３２．５ ２７．３ １４．７ １０．３ ５．４ ９．９ １００．０

放 射 線
・ 検 査

７４ ８５ ６２ ６０ ２２ １８ ３２１
２３．１ ２６．５ １９．３ １８．７ ６．９ ５．６ １００．０

リ ハ ビ リ
１１０ １４１ １４０ ４３ ３５ ２３ ４９２
２２．４ ２８．７ ２８．５ ８．７ ７．１ ４．７ １００．０

事 務
１８３ １６２ １８２ １８０ ６７ ７９ ８５３
２１．５ １９．０ ２１．３ ２１．１ ７．９ ９．３ １００．０

保 育 士
１２ １６ ８ ４ ４ ５ ４９

２４．５ ３２．７ １６．３ ８．２ ８．２ １０．２ １００．０
その他のコ
メディカル

１９１ ２１２ ２０５ １５０ ６６ ５３ ８７７
２１．８ ２４．２ ２３．４ １７．１ ７．５ ６．０ １００．０

無 回 答
２４５ １９０ １１２ ９９ ４５ １２５ ８１６
３０．０ ２３．３ １３．７ １２．１ ５．５ １５．３ １００．０

合 計
３,０５０ ２,３４３ １,４８１ １,０３８ ５６６ ６７７ ９,１５５
３３．３ ２５．６ １６．２ １１．３ ６．２ ７．４ １００．０

（下段％）
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Ⅲ．結果の特徴と今後の課題

４、母性保護のため、求められる休暇制度について
（１）３休以外に、必要だと思う休暇制度
年休・生休・連休の３休以外に特に必要だと思う

休暇制度について、２，７０１人・２９．５％が回答した。
そのトップは、「更年期休暇」１，１４７人・４２．５％であっ
た。その理由として、「生理より辛く治療中」「生理
休暇と同様に、女性の身体の変化に伴う休暇が必要」
との意見や、若い世代からも、「更年期症状を見て
いて辛そう」「休暇があれば安心できる」などの声
があった。
第２位の「リフレッシュ休暇」については、「不
規則な勤務で疲れてストレスが溜まる」「家族や子
どものためではなく、自分のために使える休みがほ
しい」「まとまった休みでリフレッシュしたい」な
ど、名称をつけて「連休を取りたい」という趣旨の
意見が多かった。
第３位の「子どもに関連する休暇」については、

「学校行事や春休み・夏休みなど子どもが休みの時
期に合わせた休暇があるといい」「子どもの里帰り
出産にあたりサポートできる休暇がほしい」との意
見があった。また、「子どもの看護のため」という
回答も多くあった。「子の看護休暇」制度があって
も、制度があることを知らない（知らされていない）
現状もあると同時に、「無給だから使えない」とい
う意見もあり、非正規にとっては特に、あっても使
えない休暇制度となっていることがうかがえる。
第４位の「介護休暇」についても、制度はあるに

も関わらず、必要だとの回答が多い背景には、「制
度が不十分。手続等で手間がかかる」「要介護にな
らなくても、高齢者は病院の送迎や付き添いなどが
必要」との意見の他に、「介護については、女性の
負担が大きい」との意見もあり、性別役割分業とし
て負担が女性に重くのしかかっていることがうかが
える。
第５位の「不妊治療・妊活休暇」については、「連

日の通院が必要であり、排卵日にあわせて急に通院
が必要となる。若いうちの成功率が高いが、言い出
しづらい」との意見があった。
その他は、生理休暇やつわり休暇、ＰＭＳ休暇、

通院休暇、コロナ関連休暇などの意見があった。制
度としてすでに存在する休暇があるにも関わらず、
求められる休暇制度としての回答も多く、あっても
取りづらい、取れるものになっていないというのが
実際の状況だといえる。

１、はじめに
日本医労連女性協議会の取り組みとして、毎年春
と秋に母性保護月間を位置づけ、女性の権利を学び
ながら、「３休（年休・生休・連休）を取ろう」と
呼びかけてきました。その実態をつかむために今回
初めて「３休アンケート」に取り組みました。当初
の予想をはるかに超えて９，１５５人から回答を得るこ
とができました。締め切りまで間に合わず、反映で
きなかったものも１９６人分ありました。
収束の兆しが見えないコロナ禍で、現場は人手不
足に拍車がかかりひっ迫した状況の中での調査で
あったにも関わらず、９，０００を超える回答をいただ
いたことに心から感謝申し上げます。そして、それ
だけ、「職場の現状を知ってほしい」「改善してほし
い」との強い思いの表れであると感じています。
この結果を、職場の働きやすさにつなげると同時
に、母性保護の権利拡充とさらなる制度の改善に活
かしていきます。

２、人員不足は待ったなし 権利を知って、知らせ
て、職場を変える運動を
本調査に回答した５割は看護師であり、現場の多
忙な状況と人手不足がより顕著に表れる結果となり
ました。

更年期休暇 １,１４７人 ４２．５％

リフレッシュ休暇 ２５７人 ９．５％

子ども関連行事 １９９人 ７．４％

介護休暇 １３４人 ５．０％

不妊治療・妊活休暇 １０３人 ３．８％

母性保護のために必要な５大休暇制度

２８ 医療労働



年休については、全体の５割が１０日以下の休みし
か取得できておらず、法に触れる可能性のある５日
以下の人も１７．２％にのぼりました。特に介護職にお
いては２６．１％と、４人１人が５日以下しか取得でき
ておらず、年休を取得しなかった理由として「人手
不足」と回答した人が全体の４割となったことを裏
付ける結果となっています。
看護職においては「０～５日」は１７．４％と介護職
よりも低い状況ではあるものの、「仕事に付随して
（夜勤等）年休を使った（使われた）ことがあるか」
の問いに対し、「ある」との回答が２４．８％あり（介
護職は１０．０％）、４人に１人が、自分の意思や希望
とは別に年休を使っていることがうかがえます。自
由記載欄には、「希望して取った年休は１日もなく、
全て病棟の都合や公休の不足分で使用された。捨て
られるよりはマシ」との回答や、コロナ禍ならでは
の声として、「病棟でのコロナ感染発生時に、ＰＣ
Ｒ検査結果が出るまでの待機時間」や「コロナワク
チン地域接種担当」など、業務保障されるべき内容
のものまで年休扱いとされていました。
約半数の看護師が「人員不足」を理由に年休を取

得しておらず、「人員不足」は他職種でもトップに
あげられ、このコロナ禍でさらに拍車をかける事態
となっています。
２０１９年４月より、年次有給休暇の年５日以上の取
得義務化がスタートしました。現場には希望を聞い
て自由に年休を取得させる人的余裕がないことは本
調査からも明らかです。それでも年５日は取得させ
なければならないとしたため、「感染対策として年
休を使う指示が出た」「生理休暇は有休５日取得後
から取るように言われた」「年休は勝手に消化され
るもの」というような、幾重にも誤った付与につな
がっています。
年次有休休暇の目的は、働く人の心身のリフレッ

シュを図ることであり、原則として、労働者が請求
する時季に与えることとされています。そして付与
された年次有給休暇は、すべて取得されるべきもの
です。しかし、同僚への気兼ねや請求することへの
ためらい等の理由から、取得率が低調な状況にあり、
取得促進が課題となっていたからこそスタートした
「年５日以上の取得義務化」です。政府の数値目標
でも、２０２５年までに取得率７０％にするとしています
が、国民のいのちと健康を守る医療・介護現場では、
安全が確保できない提供体制というのはありえず、

そのために、本来自由に取得できる「休むための権
利」が奪われています。人員を増やす以外に政府目
標をクリアすることはできず、権利を行使すること
もできません。

３、母性保護の拡充で、笑顔で働き続けられるため
に
労基法でも「生理休暇」は認められているにもか
かわらず、「取っていない」と回答した人は８２．７％
と８割を超えました。全労連女性部調査（医労連抽
出分）時には、「取っていない」は６４．９％であった
ことを踏まえると、この２年で約２割も増えていま
す。さらに鎮痛剤服用については、「毎潮時飲む」
と「ときどき飲む」を合わせると７６．３％で、約８割
の人が鎮痛剤を服用しており、ここについても全労
連女性部調査（医労連抽出分）時の６２．５％と比較し
て１割強増えています。
こうした背景には、「生理休暇を周りが誰も取っ
ていない」が４３．９％と約半数を占め、「仕事が多忙
で雰囲気として取りづらい」や「人員不足」があり
ます。
生理休暇が取れない理由について、年休と同様に、
「人員不足」がトップになるのではないかとの予想
に反して「周りが誰も取っていない」がトップにあ
がってきたことについて、自由記載欄からその真意
を読み取ることができます。「説明なし。制度を知
らなかった」「生理休暇はなくなった」「上司に取る
なと言われた。有休を使えと言われた」「症状がひ
どい人しか取らないでと言われた」など、生理休暇
制度の周知もされず、休暇そのものを使えないもの
としている状況がみてとれます。これでは当然なが
ら誰も生休を取る人はいないでしょう。また「どの
程度で利用するのかわからない」との回答もありま
した。労基法第６８条には「使用者は、生理日の就業
が著しく困難な女性が休暇を請求したときは、その
ものを生理日に就業させてはならない」と定めてい
ますが、「著しく困難」の判断は本人に任されてい
ます。しかし、「痛み止めを飲めばなんとかなる」「痛
み止めを飲めば働ける」「婦人科治療薬で生理を止
めている」という状況は、果たして正常な状態で働
けているといえるのでしょうか。母性保護の視点だ
けでなく、安全・安心な医療を提供するという視点
から考えても、作業能力の低下はもちろんのこと、
ミスの危険を高めることにつながるばかりか、過酷

調査結果
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な労働によって月経に伴う症状を重くし、さらなる
病気を引き起こすリスクをも高めてしまいます。女
性労働者が半数以上を占める医療や介護現場では、
その女性が健康で働き続けることで事業が継続で
き、ひいてはそれが、国民のいのちと健康を守るこ
とにつながります。権利や制度の学習をくり返し行
うことと同時に、国や事業主に対しても制度の周知
と活用を徹底するよう求めていく必要があります。

４、ジェンダー平等を労働運動へ
今回の調査では雇用形態別で比較した時に、年休

を取得しなかった理由として、正規では「人員不足」
がトップ、非正規では「自分や家族のための急な用
事のために残しておく」がトップでした。また、年
休の使い方として、「旅行・趣味」では、正規が２７．２％
に対し、非正規は１８．８％と２割にも満たない状況と
なっています。一方で、「子どもの関連」や「家族
および自分の病気・通院」については、正規よりも
非正規は高い数値となっています。
ここから見えることは、女性は家事や育児をすべ

きという性別役割分業が、女性から経済的自立と自
由と権利を奪っているのではないかということで
す。その裏付けとしては、全労連女性部調査（医労
連抽出分）で、「妊娠・出産・子育てを理由に仕事
を辞めたことがあるか」との問いに対し、「ある」
が正規では１０．９％、非正規では５５．６％だったことが
あります。辞めた理由としては、仕事と家庭の難し
さや体力的な問題があげられていました。また、再
就職する際は、非正規の道しか開かれていない現状
もあると推測できます。
女性が半数以上を占める医療や介護・福祉の職場

で、人手不足の穴埋めと経営的な厳しさから非正規
に頼らざるを得ないのが現状です。それはそのまま、
ジェンダー不平等が無意識に広がることにもつなが

ります。
誰もが平等に権利が守られ、自分らしく生きられ
る社会、そして、誰もが誇りとやりがいを持って働
き続けられる職場を実現するために、労働組合の役
割はますます重要です。

５、労働者として当たり前に「権利が行使できる」
人員体制を
「２日以上の連続休暇は取れない。長期休暇を取
る風潮もない。介護施設だから仕方ないという空気
感。当たり前になってしまって誰も言い出せない。
時代遅れの職場だ」これは、年休取得の設問の自由
記載欄に書かれていた言葉です。
新型コロナによって「医療崩壊・介護崩壊」が現
実のものとなりました。それは度重なる医療費抑制
政策の中で、慢性的な人員不足が放置され、効率最
優先の医療・介護政策が推し進められたことによる
結果です。
いま現場は、労働者として当たり前に「行使でき
る権利」が、人手不足によって少しずつ少しずつ奪
われ、コロナ前から慢性的に続いてきたその状態に
馴らされてきていると感じます。仕方ないという空
気感に支配され、当たり前でない状態を「当たり前」
と思えるほどになってしまっています。まさに慢性
的な人手不足が放置され続けてきた結果であり、国
によって作り出された無権利状態だと言えます。
ただでさえ働き続けることが困難な状況の中で、
「使命感」や「仕方ない」だけでは乗り越えられな
いことは明らかです。
医療・介護職場の大幅増員は喫緊の課題であり、

２２年秋からスタートした新署名「安全・安心の医
療・介護実現のため、人員増と処遇改善を求める国
会請願署名」に大いに取り組み、当たり前に権利が
行使できる体制をめざしていきましょう。

３０ 医療労働
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